
第3回検討会以降の都市計画基礎調査実施要領の主な更新事項
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項目 対応結果（案） 対象箇所

１ 原典データの明確化 ➀オープンデータが原典データの場合、該当データが掲載されたURLに加え、ファイル名までを
と最新年次まで明記

②複数の原典データを利用する場合、各データ別の収集目的について解説

URLに加えて
ファイル名までを明記

最新年次の
ファイルを例示

➀現地調査、②空中写真等の
活用シーンについて解説
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項目 対応結果（案） 対象箇所

２ 標準製品仕様書との整合性

３ データ作成の省力化

・「調書」は、標準製品仕様書のCSV形式にあわせて表頭は1行でまとめて、セル結合などは避ける。

・オープンデータは別途加工せずにできるように可能な限りオープンデータの形式をそのまま活用。

調書の表頭は1行・セル結合は
避ける

国土数値情報の地価公示データ
の項目をそのまま活用
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項目 対応結果（案） 対象箇所

４ 描画仕様の検討（技術検討） ・均質的なデータ整備及びオープンデータ化のための標準的な描画仕様の検討
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